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量子統計力学的立場での非平衡協力現象 - レー ザ一系一
表示で, C一数空間に写す｡その空間での疑似分布関数を,固有関数展開し,展開係数に関す
る常微分方程式を,ルンゲクッタ法で数値的に解く4.)
経済的理由から,2つの原子の場合を調べた｡その結果,発振 しきい値以上では,発振光の
位相に,原子双極子の位相が引込まれることがわかった｡また, 2つの原子双極子の相関の位
相が,発振 しきい値以上ではそろい,以下では7rだけずれることがわかった｡つまり,発振 し
きい値以上では,協同現象が実際に起こり,2つの原子双極子の位相がそろい,対称性の破れ
た状態が維持され,コヒーレントなレーザー光が放射されるのである｡
種々のモーメントの時間発展や,疑似分布関数の時間発展の図は,くわしい解析とともに近
く発表する予定なので,そちらを参照 していただきたい≡)
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